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今年 9 月、川内中学校のパソコン教室に新

しいパソコンが40台導入されるとともに校内

L AN (校内情報ネットワーク)の整備が行
われ、どの教室かうもインターネットへの接

続が可能となりました。 川内中学校では、新しいパソコン導

入に伴い、気軽にコンビュータに触れ学べるよう、下記のと

おり、パソコン教室を一般の方にも開放します。

シ
裁
室
開
放
ノ

固
鴎
お
よ
び

.

白
岡

…

口
開
放
時
間

"

土
曜
日
の
午
後
1

時
羽
分
か
ら

"

午
後
3

時
却
分
ま
で

O

第
1

・
第
3

土
曜
日

自
由
利
用

(質
問
に
応
じ
ま
す
)

O

第
2

土
曜
日

初
め
て
の
方
を
対
象
に
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
座

口
費
用

し
ば
ら
く
の
間
無
料

“

(
た
だ
し
、
印
刷
は
、
白
黒
1

“

枚
5

円
、
カ
ラ
l
B

5

・

m
円
、

.

A
4

・
却
円
)

"
口
指
導
者

“

川
内
中

学
校
パ
ソ
コ
ン
担

当

日

(
井
上
正
記
先
生
ほ
か
)

"

※
補
助
者
と
し
て
、
川
内
中

学

校
生
活
部
部
員
が
参
加

口
場
所

川
内
中

学
校

特
別
教
棟
3
F

(
中
庭
よ
り
お
入
り
く
だ
さ
い
。

川
内
中
学
校
に
駐
車
可
)

思通
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-講座内容

日 曜 講座名 主な 内容

10/7 土 自由利用

電源の入れ方、マウスの使い方、
10/14 土 初めてのパソコン Windows98の基本的な操作、

インタ ーネットについて

10/28 土 自由利用

11/4 土 自由利用

インターネットの操作方法、
11/11 土 インタ ーネットの利用 メ ールの送り方、ネット上の

情報の探し方、使い方

11/18 土 自由利用

12/2 土 自由利用

文書作成の基本
日本語入力の方法、文章の校

12/9 士 (ワード)
正、書体・文字サイズ等の変更、
カットの挿入、保存の仕方

12/16 土 自由利用

口
定
員

剖
名
(
人
数
が
多
い
場
合

は
先
着
順
)

※
1

月
以
降
に
つ
い
て
は
、

ロ
月
ま
で
の
状
況
に
よ
り
検
討

利
用

パソコン教室のパソコンがリニ

ューアノレされましたが、せっかく

の機会ですから、この充実したパ

ソコン教室を一般の方にも開放し、

実際に触れ学べる場として利用し

ていただきたいと思います。

講座内容は、右の表のとおり計

画しておりますが、みなさんのご

希望に合わせて変更もしますので、

やってみたいことなど、どんどん

お聞かせください。

インタ ーネットも、自由に体験

できますので、操作方法などわか

らないことは、私や生活部員に声

をかけてください。

口
申
込
方
法

.

直
接
、
川
内
中
学
校
の
パ
ソ
コ

“
• 

ン
教
室
へ
来
て
い
た
だ
け
れ
ば

“
• 

そ
れ
で
結
構
で
す
。
申
込

書
等

"
• 

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽

"

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

"

口
問
い
合
わ
せ
先

日

川
内
中

学
校

(宮
9
6
6

・
2

"-

0
3
1
)

井
上
ま
で

.
 

• 

[ホームページアドレス]

http://www.ehm-kawauchi-j.ed.jp/ 

井上正記さん

J ~ソコ、

川内中学校教諭

マウスのダブルクリック恐怖症でしば

らくパソコンから遠ざかっていたが、友

だちからメ ールの楽しさを教えてもらっ

て、再度ノミソコンに挑戦することに。

将来は、メールやインターネットが自由に

使えるようになりたい。この教室は、イン

タ ーネットが無料で使えるし、先生や生

徒が補助してくださるので非常に助かる。

以前、パソコンを家庭教

師に来てもらって学んだこ

とがあるが、もっといろん

なことをやりたくて、参加

しました。

チラシやポスタ ー、入場

券、年賀状などもパソコン

でできるようになりたい。

中田和代さん惣田谷下渡部愛子さん竹之鼻

川内中学校の

ぬ

[メル関係]

・ 川内中学校メ ールアドレス

kawachu@ehm-kawauchi-j.ed.jp 

. パソ コン教室内

kcs-Ol ~40@ehm-kawauchi-j.巴d.jp

広報かわうち平成12年11 月号



「下水道の役割と川内町の下水道事

業計画J、「受益者負担金J について

シリーズでご紹介してきました。

シリーズ第 3 回目の11月号では、「下

水道使用料」についてと紹介します。

下
水
道
使
用
料

の
使
い
み
ち

水
道
水
と
井

戸
水
等
を
併

用
し
て
い
る
世
帯
の
場
合

水
道
メ
ー
タ
ー

+
 

認
定
汚
水

量

品
。

( 1 カ月当たり )

世帯人数 井戸水等のみ
水道水と井戸

特殊営業
水等の併用

3 人以下 1 人につき 8 m' 左の量の半分

3 人まで 8 m' + 本人申告
4 人以上

4 人目から 4m' 水道使用量

ー.・・・・・.

/ 刷肉
. ⑪ 

臼町、a 調阻司冊彊畢 Z23 こ 22T 下
明 唱11 .......""，司・町一司町官可岡田、p 他 掃タのと使た水

い井 建や l 下に用汚道
る 戸 設相i の水な料水を
世水:る e官h 三 を ミモ いたの修運道り」の使
帯 等 ; 世 .. 通 算 流 1:ヨ ま 資 たの 営 使まを 量 用
のの 水 帯 ・ー り乏し 水 す金めた管用す納に し

認 場み 道 の使水あすた 孟五 。のにめ理料。め応始
定 合使 メ 場用道り 9 r1J 百言 返借の、は てじめ

宗 T よ 合主古手 Zi 望 53 zx 貫 Z 注 目て 3
量 て | いみ。同 量 λヒ 使れ 、管 化 だ下

e 

-認定汚水量

-認定汚水量の計算例・

-水道水と井戸水使用の 5人家族の場合

3 人 x 4 rri' = 1 2 rri'/月 ー ー ー A 

2 人 x 2 rn" = 4 rri'/月 ・ ・・ 田 ・ ・ B

A+  B = 16 rn"/月

| 1 カ月当たりの汚水量卜…ー 水道メーター+ 16nì/月

合計水量が井戸水等のみの認定汚水量よ り少な

井戸水等のみの認定汚水量を汚水量とします。

ただし、

い場合は、

広報かわうち平成1 2年11 月号
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シリーズ川内町の下水道事業

下
水
道
使
用
料
は
、
汚
水

量
に

日

応
じ
て
次
の
表
に
よ
り
算
出
し
た

υ

金
額
に
、
消
費
税
を
加
え
た

額
と
日

な
り
ま
す
。

…

下
水
道
使
用
料

の
額

下水道使用料
の

計算例

※消費税別途

区 分 使 用 7}く 量 使用料金

基本料金 10ばまで 700円

超
10m

3

を超え 20ばまで 110円

打1
20m

3

を超え 30ばまで 120円
過

30m
3

を超え 50ばまで 130円

料
つ

50m
3

を超え 100ばまで 140円

金
き

100m
3

を超えるもの 150円

-下水道使用料金 ( 1 カ月につき)

.2 ヵ月に60m使用じた場合

6Orri' --;-2 ヵ月 = 30rri'/月

|①10ばまで|
700円 .... .... ......... A 基本料金

| ②10m
3

を超えて20ばまで|

1Orri' x 110円=1， 100円 ・・・ ー . B

1 ③20mを超えて30mまで|

10rri' x 120円 =1 ， 200円 ・・ 回目 ・ ・ C

A+ B+C=3 ， 000円

3 ， 000円 X2 カ月 X 1. 05(消費税)=6 ， 300円

(2 ヵ月の使用料)

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
も
つ

日

と
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
気
軽

・

に
役
場
水
道
課
下
水
道
係
(

宮
9

使
用
料
は

二
ヵ
月
ご
と
に
偶
数

日
6
6

・

2
2
3
8
)

ま
で
お
問
い

日

月
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

十
二
月
号
で
は
、
排
水
設
備
工

下
水
菖
商
品
宅
問

…
事
と
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
ご
紹

… ・

;
j
1

似
俳
免

…介
し
ま
す
。

使
用
者
の
状
況
に
よ

っ

て
申

請
日

日

に
よ
り
額
の
減
免
を
受
け
る
こ
と

H

H

が
で
き
ま
す
。

邸躍樋脇陣J駒' 下
水
道
使
用
料

の
納
付
方
法

-松山広域都市計画下水道の変更について

松山広域都市計画下水道(川内町決定)について

は、 平成 6 年度に都市計画決定を行い、その翌年度

から公共下水道の第 1 却j事業に着手し、現在に至っ

ています。

今回、松山広域都市計画区域の線引き変更に伴う

都市計画下水道の変更について説明会を開催します。

11月 9 日(木) 午前1011寺から

川内町役場別館 2 階 円卓会議室

-説明会

・日時

・場所

-問い合わせ先

川内|町役場水道課 (宮966-2238 直通)

平成12年11 月号

a 
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人
権

平
成
十
二
年
度
九
月
定
例
町
議
会
が
九
月
二
十
五
日
開

会
じ
、
補
正
予
算
な
ど
二
十
四
議
案
等
を
審
議
レ
ま
じ
た
。

平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に

つ
い
て
は
、
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
レ
、
そ
の
他
の

案
件
に
つ
い
て
は
、
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
、

九
月
二
十
七
日
閉
会
レ
ま
じ
た
。

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

企

現在の給食センターに隣接する

新しい給食センタ一予定地

ど
か

ニ、

一
八
O
千
円

一

O
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
一

業
費

二
五
、
三
八
四
千
円

一

O
道
路
橋
梁

費
九O
O
O千円一・
介
護
保
険
特
別
会
計

O
給
食
セ
ン
タ
ー
土
地
購
入

費
・
一
消
耗
品

費
な
ど
で

造
成
工
事
費
-
補
正

予
算
額

二
八
四
千
円

三
七
、
八
四
八
千
円

-

補
正
後
の
予
算
総
額

O
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
-
五

三
六
、
O
九
七
千
円

一
四
、
五
O
O
千
円
一

-

F
l
l

一
O
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
費
一

.

ー

!
:
l
l

，
l
i
p

-補
正
F

算
一

八

一七
一
二千
円

一-
-
目
露
案

給
食
セ
ン
タ
ー
土
地
購
入

・
造

一
・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

一O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

成
費
、
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ

-
一
命
同
意
に
つ
い
て

備
品
購
入
費
(
パ
ソ
コ
ン
等
)

い
事
業
な
ど
総
額

一
五
O

、

二
二

-
一

和
田
正
計
氏
(
滑
川
下
)
、
橋
本

ー
な
ど
で

九
千
円
の
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

一
一

矩
之
氏
(
宝
泉
)
の
再
任
に
同
意

補
正
予
算
額

一
し
ま
し
た

。

一

二
、

一
七

一
千
円
-

一
O
人
権
薙
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

・

一
般
会
計

一
補
正
後
の
予
算
総
額

一
に
つ
い
て

八
二
八
、
二
O

一
千
円

-

補
正
予
算
額

一
一

内
田
勝
尉
委
員
の
任
期
満
了
に

補
正
後
の

一

仁
ド
仁
七
四
千
円

一・
簡
易
水
道
特
別
会
計一M
U昨
日
同一日

玉
、
三
四
六
、
六
四
二
千
円

-

河
川
災
害
関
連
送
配
水
管
布
設

-

の
推
薦
を
決
定
し
ま
し
た

。

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
のと
お

一
替
工
事
な
ど
で

一O
川
内
町
監
査
委
員
条
例
の
制
定

り
で
す
。

一

補
正
予
算
額

一
に
つ
い
て

O
下
之
町
集
会
所
用
地
購
入
費
ほ
一

二
O
、
五
O
O
千
円

一
地

方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め

補
正
後
の
予
算
総
額

二
二
二

、

二

一七
千
円

広報かわうち平成1 2年1 1 月号
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の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

一
事
業
量
幅
員
四
メ
ー
ト

ル
、

一

十
六
日
ま
で

一O
則
之
内
上
坂
地
区
県
単
独
補
助
一
(
三
内
地
区
)
計
画
の
変
更
に

法
律
に
よ
る
地
方
自
治
法
等
の
整

一

改
良
延
長

一
三
二
メ

一
契
約
方
法

指
名
競
争
入
札

一
土
地
改
良
事
業

(か
ん
が
い
排
一
つ
い
て

備
に
伴
い
、
本
条
例
を
制
定
す
る

一

l

ト
ル

一

(
指
名
十
二
社
)

一
水
)
の
施
行
に
つ
い
て
一

標
記
事
業
計
画
の
変
更
認
可
申

も
の
(
可
決
)

一
工
期

平
成
十
二
年
九
月
二

一
契
約
の
相
手
方
一

事
業
施
行
認
可
申
請
に
伴
い
、

一請
に
伴
内
議
会
の
議
決
を
求
め

O
川
内
町
人
権
尊
重
の
町
つ
く
り
一

十
六
日
か
ら
平
成
十

一
川

内
町
大
字
南
方

二
六
三
番
地

一議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

一た
も
の
(
可
決
)

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
一

三
年
三
月
二
十
六
日

一
一

南
保
工
業
株
式
会
社

一

(
可
決
)

一O
平
成
十
一
年
度
川
内
町
一
般
会

世
界
人
権
宣
言
及
び
日
本
国
憲

一

ま
で

一

(
可
決
)

一O
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
一
計
及
び
国
民
健
康
保
険
、
老
人

法
の
理
念
に
基
づ
き
、
あ
ら
ゆ
る

一
契
約
方
法指
名
競
争
入
札

一O
平
成
十
一
年
度
公
共
下
水
道
事
一
業

(井
内
中
地
区
)
の
施
行
に

一
保
健
、
簡
易
水
道
、
公
共
下
水

差
別
の
な
い
真
の
人
権
を
尊
重
し

一

(
指
名
十
二
社
)

一
業

H
i-
-補
l

管
渠
工
事
⑦
請
負
一
つ
い
て
一
道

、

ふ
る
さ
と
交
流
館
の
告
特

た
町
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
一

契
約
の
相
手
方
一
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
一

事
業
施
行
認
可
申
請
に
伴
い
、

一
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

本
条
例
を
制
定
す
る
も
の

一
川

内
町
大
字
則
之
内
乙

一
一
九

一

一
、
一
五
O
千
円
増
額
し
、
七

一
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

一

決
算
審
査
特
別
委
員
会
へ
付
託

(
可
決
)

一

一
番
地
一
株
式
会
社
富
久
土

一
七
、
八
O
O
千
円
で
変
更
契
約
す

一

(
可
決
)

一
し
、
審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

\
y
ー
一

木
重
機
(
可
決
)
一
る
も
の
(
可
決
)

一
O
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
一

た
。

O-

ベ
ム
パ
ノ
一

O
平
成
十
二
年
度
公

-

・
汁
J
/
う
イ川
下
、
」恥町
立
~
共
土
木
施
設

災
害

圃
F
U

弓
-
J
“

J
\
，

K
/

l
v\
、

/
\
U
M
'
t

'
'

e

て

h
v
h
F
U
b

一
復
旧
事
業
弓
折
谷

寸
畑
、

/

ヘ
・m
n
o
UM以
一
一
川
河
川
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契
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七
七
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七

O
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千

O
川
内
町
特
別
児
童
年
金
条
例
の

一
円

一
部
改
正
に
つ
い
て
一
事
業

量

民
法
に
成
年
後
見
制
度
が
導
入
一
復
旧
延
長

三
一
O

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

一

・

二
メ
ー
ト

ル

正
を
す
る
も
の
(
可
決
)

一

(
自
然
石
積
護
岸
)

O
平
成
十
二
年
度
県
費
補
助
事
業
一
工
期

宿
野
線
道
路
改
良
工
事
請
負
契
一

平
成
十
二
年
九
月

約
の
締
結
に
つ
い
て
一

二
十
六
日
か
ら
平

契
約
金
額

六
九
、
O
九
O
千
円

一

成
十
三
年
三
月

二

うごき議
議長
総務文教委員

総務文教常任委員協議会9/11 

ほか

副議長
総務文教委員

議長 ・運営委員

長l

長

員義

議

議長

全

高リ

川内町老人福祉大会

議会運営委員会

議員全員協議会

川内町高齢者交通安全推進大会

各小学校運動会

川内中学校体育祭

9/15 

9/17 

9/18 

11 

9/20 

議長ほか9/24 

貝

議長・運営委員

ノ、、

ニじ 員

百義

i義

全9 月定例町議会(第 1 日目)

議会運営委員会

9 月定例町議会(最終日)

議会運営委員会

9/25 

11 

9/27 

議長 ・運営委員11 

議長
保健福制正副委員長

国民健康保険運営協議会10/6 
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配
保

• 

近弘
市区町村
(保険者)

ぐ 国保のしくみ
国保は、次のようなしくみで
運営されています。

U 
加入者

(被保険者)

自
一
ユE
ス

一
部
負
担
金
を
支
払
う

+ 

.問い合わせ先

国保・年金 ー ー ーー福 祉 課(宮966-2223)

建築 ー ーー ー ・ー ーー建 設 課(宮966-3287)

図書.. . ・ ・ ・・ー ーー ー中央公民館 (宮966-4721)

-
あ
な
た
の
収
入
が
減
っ
て
、
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
き

(
健
康
保
険
又
は
共

済
組
合
の
被
扶
養
者
と
な
っ
た

と
き
)

第 1 号

被保険者

第 3号
被保険者

日

の
人
が
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
に

日

こ
の
制
度
を
支
え
て
い
る
の
が
、
H

H

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

・

み
な
さ
ん
の
納
め
る
保
険
税
で
す
。
“

い

に
な
っ
て
い
ま
す

。

国
民
健
康
保

日

保
険
税
は
、
医
療
費
に
あ
て
る
大

・

国
保
を
支
え
る

…険
(
国
保
)
も
医
療
保
険
の
ひ
と

…切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国

…

つ
で
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

日

保
制
度
を
正
し

く
理
解
し

、

保
険
税

…加
入し
て
い
な
い
人
や
、
生
活
保

…
税
の
役
割
と
は
た
ら
き
を
知
っ
て

日

病
気
や
ケ
ガ
に
よ
る
不
測
の
事

・

護
を
う
け
て
い
な
い
人
が
加
入
す

υ

国
保
を
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

態
に
備
え
、
日
本
で
は
、
す
べ
て

日

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

、

............ .
 

f
毎
金

…
r

一
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の…

…
町
一奥
さ
ん
」
は
、
第
3

…

…
引
一号
被
保
険
者
で
す…

配
偶
者
の
扶
養
家
族
に
な
っ
た

H

H

と
き
や
、
扶
養
家
族
か
ら
は
ず
れ

H

H

た
と
き
な
ど
、
そ
の
つ
ど
届
け
出

H

H

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
は
|
|

|

」
一

-

届
け
出
を
|

L

・

ι 

-
あ
な
た
の
配
偶
者
の
加
入
す
る

年
金
制
度
が
転
職
な
ど
で
変
わ

っ
た
と
き

(厚
生
年
金
事

厚
生

年
金
、
厚
生
年
金
S

共
済
組
合
、

共
済
組
合
意

共
済
組
合
)

第3号

被保険者

第3号

被保険者

s 

「
英
国
読
本
紅
茶
の
時
間
に

作
家
と

詩
人
の
愛
し
た
町
や
村
」

サ
リ
!
・
ヴ
ア
l

ロ
ウ
著

イギリス文学ゆか

りの地を作者・ 作品

をまじえてオールカ
ラーでご紹介します。

•••••••••••••••••••••••• 
「
ハ
リl
・
。

ホ
ッ
タ
!
と

秘
密
の
部
屋
」

J

・

K

・
ロ
ー
リ
ン
グ
作

広報かわうち平成1 2年11 月号

ぬ



• • きの者あ よあ
、 被のな 第3号被保険者 りな
ま扶健た . 会た
た養康の ' 社の

量警護突 第 1 号被保険者 重層
婚な又が ι 職者
しくは増 ~画~ n&.. しが
たな共え ~・圃置脳直 た定
とつ済て L --..;司里雲町 と年
きた組配 -~ 躍麗.1 き等
と合偶 ~ 

発がは . . 
生な届凶 生あ っ( 配あ
しいけ上 第3号 』 年な第2号 た第 偶な
、場出の 被保険者金た被保険者 と 2 者た
将合が例 制が き 号 のが
来は必に 度会 )被 扶会
受、要ぁ S 等辻 S 保 養社
け未でて に 1;: 険 にを
取納すは 入就 者 な退
るの。ま 第2号つ職第3号 で つ職
年期届る 被保険者たし被保険者 な たし
金聞け明 とて く とて
額が出合 き厚 な き

年今は事る存和 園 ~ が
以 年許の既宅 46 線 - ( ~ 減
内 5 可 f市存地年引 詳目立 血 事Y 額
に月不認宅で 12 き ユー R克 a軍で さ
施 19 要を地あ月時 PJ 定 例ー : れ
行日 と 受)つ 20 点 指uzz z 
さにさけにた日 ( E戸電 ー こ
れ公れれつ土) 川 主=地 窒E ・ と
る布てばい地に内 々~ -;'-. 5慣E ・ に
改さピ建て(お町 りカ宮 町可 2 M 

正れ王築はいいで 主 ニ ツ
C;IOO. 守 ま都、?、行、わては 尋- . 
τr- ~ す市 1 、為知ゆ既昭 "7 . 。

いは自認存 に制計
と従己を宅たな度画
な来用受地だりが法

υ りどのけの し ま廃で
J まお建た J催、 し 止は
す り築土認法たさ
。許物 地 申施。れ既
可にに請行 、存
不限つを日 許宅
要りい行ま 可地
の 5 ていで がの
取年は、に 必確
扱問、確既 要認

第3号

被保険者

s 
第 1 号
被保険者

寧
戚
⑪
年
度

ふるさとづくり推進事業は、

21 世紀の川内町を築くための

住民活動や学習活動を支援し、

町の将来を担う 人づくりや、

住みよいまちづく り を推進し

てい くこ と を目的に実施 しています。そこで、

平成13年度に事業実施を予定する団体 ・ 個人を

広く 町内から募集 します。

霊会c::::;:_コ
曽

第 1 巻を上まわる

スリルとサスペンス。

世界 3 ， 600万部のベ

ス トセラ / 

-, 

L 

•••••••••••••••••••••••• 

H
 

9
 

・

B
+
b
q
，

命

芥川賞作家が

すべてを綴った

衝撃の出産 ・ 闘

病「私記J

図
書
寄
贈
の
お
礼

好
光
泰
志
様

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

-採択基準事業

①地域リ ーダー育成事業

②産業育成振興事業

③郷土文化保存伝承事業

④自ら行うふるさとづくり事業

⑤ふるさとづくり イベン ト等の開催事業

⑥地域間交流事業

・補助を受けられる方

団体 ・ 個人を問わず、採択基準により補助

を受けるこ とができます。ご希望の団体等は、

事業計画書を期限までに、役場企画調整課ま

で提出をお願い します。

なお、詳 しい内容につきましては、企画調

整課までお問い合わせください。

・補助限度額

予算の範囲内で決定 します0

・申込期限

平成12年11月 30 日(木) 期限厳守

・問い合わせ先及び提出先

役場企画調整課

(宮966-2222 内線128または129)
美
里

ぬ
広報かわうち平成î 2年î î 月号
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、も
よ
お
じ

-
第
6

因
子
育
て
広
場

…

当
初
日
月
お
日
凶
の
予
定
で
し

日

た
が
、
日
程
の
都
合
に
よ
り
、

2

H

週
早
め
て
日
月

日
日
出
に
行
う
こ

・

と
に
な
り
ま

し

た
の
で
、
ご
了
承

日

く
だ
さ
い
。

今
回
は
、
身
近
な
材
料
を
使
つ

い

て

「
手
。つ
く
り
お
も
ち
ゃ
を
作
つ

ス

て
遊
ぼ
う
」
で
す
。

「
み
な
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加

日

ニ
く
だ
さ
い
。

一
介
口
日
時
…

4
4

日
月
日
日
出

児

午
前
9

時
却
分
1

1
時

…

町

受
付
(
午
前
9
時
1
9

時
泊
分
)
日

町長の
動静

， 刈ぬ町高齢者交通安全推進 ;
主催/川内町老人クラブ逗合会・川内町

. 口口
. 手 内 J [ I 場
R ('._八 づ内
;;; / r-，へ\ く 容 保 所
提言 {竹士、 ・ i り 育

金 汽対必街"l t 園
E置 いJ二:r:c.;;主:@・.Ác-ム 作ち

i (0(OT i{ )0 1 つや\Vω ~ノ0 1 てを
つ いド↓_，--' )0_ r/ 遊
り は-ーも2J I~' 

つ

口 園 口 ※ E・E・園田園-喧轡議長1廿J
11 日 田 会の 内 用の駐
月 川 、しも くで車
10 時 4喧 建みち 容 だ 台
日 Vヨ 設抽ま さな数
1 回T 省選き いるに
12 目』 コ 会、 。ベ限

日 て'T 1 、俳 くり
，、 ナ農句

化 ! 存会 スあ
lI'5l 尤物 をり
匁苓 ど即お ごま

売た 利す

・ 2 パ劇会会相会パパ
λ ン、、、談、ルネ

失 実囲パ文コ記、ル
時以 習碁ザ 化 l 念自展 口 口
去コ 大 | 公ナ切衛、作 内 主 川場 開園(

11~1 会 ・ 演|手隊消品 会内 催会た
午月 ナ h 即会、即写防展 容 場町 所 '-' L だ
後 11 1 旬去、こ売 真 フ示 中 は Lく
7 日 な全会芸ど会展エ会 央 、 ー
時国 ど骨、能も、・ス、 公 11 "..' 

芸人発映健即テ消 民 月 E
、形表画康売イ防 館 5 も

直~、明~:. -"I'P'1ti置:n-1'l{"~9'，'!""' を 日映

時

口
日日

月
3

日
幽

口
場
所

河
之
内
問
屋

文
化
の
日

北条市温泉郡救急医療対策
協議会

9/7 

総務文教常任委員会

国土調査中南予ブロ ック

協議会役員会

同対 ・企業合同支部長県委員会

決算講評(例月出納検査)

川内 11IT高齢者交通安全推進
大会

老人福祉大会

中学校体育祭

議会運営委員会

議員全員協議会

9/11 

9/14 

9/15 

9/20 

9/17 

9/18 

9/13 

各小学校運動会

9 月定例町ー議会

温泉郡北条市土地改良事業
協議会研修

農業試験場創立百周年
記念式典

9/25""'-'27 

9/24 

9/28 

9/30 

四国四県町村長大会前夜祭10/2 

-
場
所

中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル

・
演
目

長
浜
町
指
定
無
形
民
俗
文

化
財

「
豊
年
踊
り
」

木
次
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
日
登
神
楽」

広報かわうち平成12年1 1 月号

ぬ

四国四県町村長大会

(写真 : 9 /20 
川内町高齢者交通安全推進大会)

ガリラヤ荘運動会

国保運営協議会

10/3 

10/4 

10/6 



• 
-入園資格( 1 歳以上)

町内に住んでいる就学前の幼児で、

母親が職業を持っていたり、妊娠中ち

しくは出産後聞もない揚合。 疾病等の

状態にある同居の親族を常時介護して

いるなどのため、家庭において保育に

欠けると認められる揚合等。

自

• 
‘ 

-申込方法

î 2月 1 日から来年 1 月 î 9 日までの聞

に役場福祉課へ申し込んでください。 (保

育所入所申込書等申込みに必要な書類

は、福祉課まだは、保育園で受け取っ

てください。)

-入国通知
面接などの後、入国通知(保育所入

所承詰書)をお送りします。

平
成
十
三
年
度
の
川
内
保
育
園
児
、
川
よ

・
東
谷
・
西
谷
幼
稚
園
児
の
募
集
を
し
ま
す

。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
込
期
限
ま

で
に
入
園
願
書
(
入
所
申
込
書
)
等
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

-入国該当児
川内町に在住の方で

・ 平成9年4月 2 白から平成î O年4月

7 日までの聞に生まれた 3歳児

・平成8年4月 2 日から平成9年4月

1 日までの聞に生まれた 4歳児

・平成7年4月 2 日から平成8年4月

1 日までの聞に生まれた 5歳児

-募集期間

平成î2年î î 月 1 日から

平成î 2年î î 月 î 3 日 まで

-保育時間
午前8時から午後4時まで

(ただし、 土曜日は正午まで〉

〈町長が特に必要があると認めた揚合〉

午前7時30分から午後7時30分まで

(土曜日は午後 1 時まで)

-聞い合わせ先
・役場福祉課 (8966-2223)

・川内保育園 (8966-2288)

- 申込方法
入園願書とその他関係書類を該当児

のご家庭にお届けします。 入国を希望

される方は、 î î 月 1 日以)からî î 月 î3日

目)の聞に各幼稚園に申レ込んでくださ

い。 (ただし、 日曜・祝日及び第2土曜

日を除く)

なお、入国通知 ・保育時間など詳細

につきましては、各幼稚園からそれぞ

れ連絡します。

お問い合わせは、各幼稚園に

お願いします。

-問い合わせ先
・川上幼稚園 (8966-3755)

・ 東谷幼稚園 (8966-3708)

・ 西谷幼稚園 (8966-5850)

ぬ
広報かわうち平成1 2年11 月号



カメラLiItート
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川
上
小
学

運
動瓜

川
町

、
，M
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応援合戦

隈B意 企

校長先生
扮する
“慎吾ママ "

平成1 2年1 1 月号広報かわうち

ぬ



力説ラUi1tート
41111111111111...111111 

川
上
幼
稚
園

運
動
会

• 

• 

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

一

4仮装競争で
セクシーナース登場 f

10月 9 日の体育の日、 土谷と滑川地区合同のミニ運

動会が土谷公民館で行われました。

あいにくの空模様でしたが、両地区から約60人が参

加して、 7 種目のユニークな競技を楽しみました。

なかでも仮装競争では、ギャルやナース姿の男性も

登場 し、 会場の笑いを誘っていました。

土谷・滑川

ミニ運動会

企「水運び」

‘「縄ない」

平成12年11月号広報かわうち

ぬ



カメラじiItート

秋の全国交通安全運動期間中の 9 月 20 EI 、

中央公民館で第 1 回川内町高齢者交通安全推

進大会が開催されました。

お年寄りや関係者約200人が参加した大会

では、老人クラブ連合会が独自に作成した交

通事故防止用反射材ステッカーがお披露目 さ

れ、事前に町内業者による無料点検を受けた

自転車やオー トパイなどに、早速張りつけて

いました。

高
齢
者
ス
テ
ッ
カ
ー

無
償
配
布
/

このステ ッ カーは、 幸福を招くとされ

ている四つ葉のクローパーに模して、 高

齢者マーク 4枚を組み合わせたデザイン
になっており 、交通事故防止に役立つ反

射マークとして作成しました。
ステ ッ カーを張っても、法律による保

護対象になりませんが、運転者への注意

喚起などに大きな効果があります。

川内町老人クラブ会員のうち、 70歳以

上でバイク、自転車、手押し車、電動三

輪使用者へ無償で配布します。
なお、会員以外の高齢者で希望される

方は実費でお分けしますので、 川内町老
人クラブ連合会事務局 (8966-6660 ) まで
お問い合わせください。

10月 1 日、新居浜のマイン ト ピア別子

で開催された「第10回えひめお母さんコ

ーラス大会 INマイン ト ピア別子」 でJ11 

内 コーラスが愛媛県合唱連盟理事長賞を

受賞しました。

川
内
コ
ー
ラ
ス
が
P

愛
媛
県
合
唱
連
盟
理
事
長
賞
を

9 月 25 日、 重信川河川敷のふれあい広場

で松山 ・ 北条・伊予市と伊予 ・ 温泉郡の22

チームが参加して秋季ゲート ゴルフ大会が

行われました。

熱戦の結果、団体の部で南方西部チーム

が優勝、南方東部チームも 3 位入賞。女子

個人の部では、横灘団地の坂東佳代子さん

が当日の最高得点で堂々優勝。男子個人の

部では、町東部の亀元倉ーさんが 4位( 1 

位から 4位まで同点。同点決勝の結果)の

成績を残しました。

平成12年1 1 月号広報かわうち

ぬ



力~ラLiItート
・・ I III I I I I I I I I I I I I II1 I 111 1 1 111 1 1 

..・志会申掌榛

.人体育大会
(大会結果(中予地区大会出場のみ掲載) )

0 野球 …・・・…ー・・……・・ 優 勝

。 柔道(男子)

・団体…・・…・・・…ー・・…… 優 勝

.個人

55kg級 2 位名越 勇治

60kg級 1 位 小倉 大師

66kg級 1 位大野 慧太

2位渡部 剛志

8lkg級推薦菅野 宏和

oバレーボール

-男子…・…………・……・ 準優勝

・女子 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 準優勝

。 剣道(男子)

-団体・・・・…・・……ー・・・・… 準優勝

・個人

3位渡部裕貴

4位伊藤太一

0剣道(女子)

・団体…・・…・・・・……・・・… 準優勝

0 /'\ ドミントン

男子 ・ 女子、団体・個人とも推薦

平成1 2年1 1 月号 広報かわうち

第 1 回川内中学校 PTA学級

小林真三民
講演会

-2001年イイトコさがしの旅~

ラジオ、テレビで活

躍中の小林真三さんを

お招きして、 f200l年イ

イ トコ さが しの旅」 と題 した講演会が、 川内中学校体育館で行われ

ま した。生徒や保護者ら約500人を前に、 小林さんは、 「人にも 、 ま

ちにも、かな らずいいところがあるから、それを探そう /J と呼び

かけま した。

‘F
第
却
回
川
内
町

獅
子
舞
競
演
会

〈
刊
/
刊
)

企

みこし鉢合わせ

。 11上小学校10/15)

秋
ま
つ
り

心参太鼓砂

(川上小学校10/15)

ぬ



「みんなのひろば」に耳寄りな情報をお寄

せください。

満 1 歳おめでとうのコーナーでは、 12月

生まれの満 1 歳児を募集します。 11 月 5 日

までに役場総務課広報係(宮966-2222) ヘ

写真とコメントをお寄せください。

ふるさと交流館の玄関ロビーに獅

子舞に登場する人物の手づくり人形

がお目見えしました。 “獅子おこし"

“おやす"“おじい"などほのぼのと

した味わいに訪れた人は、しばし立

ち止まり 見つめていました。

この人形は、地元 ・ 西組の有志が

作成したもので、“パレン" など、 手

の込んだ細工が施されています。

ふるさと交流館に

“獅子舞人形"

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

婦人会から

10月 の上旬から中旬にか

けて、 井内の “赤そば" が

開花しました。

今年は、例年の赤そば(高

嶺ノレピ一)に加え、そばの

花の下のそばの実の部分が

赤くなるグレートルビーも

植え られており、赤い花と

白い花のコントラストがみ
ごとでした。

掘
は
同
感

\
崎町村
議

‘
司
明

白
量
闘
骸
齢

摂
ふ挙
時
議
論
判感
蜘

表
川
吟
社
十
月
例
会
報

、
山
霧
や
生
会

一
司
の
喪
主
、
杉
絵

ゆ
っ
く
り
と
動
く
ク
レー
ン
秋
臼
和

見
る
熱
気
踊
る
熱
気
や
阿
波
踊

夢
に
ム
ロ
ふ
父
母
の
悲
限
や
秋
彼
岸

詩
タ

心
漫
く
宿
坊
の
主
夜
か
な

道
狭
く
灯
り
連
ね
て
地
蔵
盆

稲
刈
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
争
反
る

落
雁
の
ほ
の
か
に
甘
之
、.益
(
局
か
な

散
歩
す
る
道
の
辺
に
あ
り
草
紅
、
葉

収
穫
を
此
丹、へ
し
安
堵
の
ゐ
尽
か
な

高
く
低
く
松
明
動
く
虫
送
り

青
空
の
ア
の
世
界
の
台
露
か
な

赤
埼
鈴
ゆ
き
つ
戻
り
つ
棚
旬
道

個
人
-
部
屋
思
H
V怠
ぴ
の
長
き
夜

台
風
一
過
ホ
ッ
ト
コ
ー
ヒ
ー
旨
く
な
り

旭
臼
に
燦
た
る
原
や
秋
桜

口川内同文化祭即売会

11 月 12 日(日)

午前 9 時30分"'(第 1 回目)

午前11時30分"'(第 2 回目)

上記のとおり 2 回に分けて販売

します。よろしくお願いします。

それにつきまして、不用品およ

び手づくり品ありがとうございま

した。

また、 愛のタオル 1 枚運動への

こ、協力も深く感謝申し上げます。

口第50回えひめ婦人大会

11 月 16自体)

参加者は 8 時40分までに中央公

民館へご集合ください。

口県日赤奉仕団バザーに参加

11 月 19 日旧)

売上げは、募金させていただき

ます。

池
川
蝿
谷
選

菅
野
美

岬

渡
部

栄
樹

渡
部
テ
ル
ミ

樋
口
史

子

田
中

笹
子

仙
波

淑
子

宇
和
川
春
鳥

戒
能

多
喜

相
原

初
子

菅
野

美
代

宮
崎
越
路

野
中
加

寿

和
田

準

渡
部
五

月

近
藤
市
女

池
川

蜘
谷

ロ11 月ボカシづくり

11 月 26 日(日 午後 7 時30分より

中央公民館で行います。

今の聞に、 冬の分まで作ってお

くと助かります。 お誘い合わせで

ご参加ください。

広報かわうち平成12年1 1 月号

ぬ



歳 む・'7、、ιの
・雪雲

Gめでとセ 字
。，r〆ノ，_ミー〆

Z や . E

グ
水
越
ρ
A、
ヲ

~ 
旬

今
は
無
住
の
地
と
な
っ

て
し
ま

っ
た
H

水
越
が
の

昭
和
二
十
五
年
当

時
の
写
真
で
す
。

水
越
に
は
、
「
南
予
の

一
本
松
町
の
御
篠
城
主
、
篠

森
左
近
之
丞
が
土
佐
の
長
曽
我
部
氏
に
攻
め
ら
れ
落

城
し
、

一
族
郎
党
と
と
も
に
、
こ
の
水
越
の
地
に
住

み
着
い
た
」
と
い
う

言
い
伝
え
が
あ
り
、
こ
の

写
真

の
当
時
に
は
、
二
十
戸
余
り
の
人
々
が
住
ん
で
い
た
。

(
ほ
と
ん
ど
の
人
が
篠
森
姓
を
名
乗

っ
て
い
た
。
)

社
会
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
、
こ
の
地
を
去
る
人

が
多
く
、
平
成
七
年
、
遂
に
無
住
の
地
と
な

っ
た
が
、

水
越
ゆ
か
り
の
人
々
に
よ

っ

て
篠
森
神
社
の
改
築
が

行
わ
れ
、
今
も
心
の
ふ
る
さ
と
に
な

っ
て
い
る

。

(写
真
提
供
上
古
市
篠
森
格
さ
ん
)

川
柳
も
つ
く
吟
社
十
月
例
β、

ヱミ
宣 土口

高菅者1) 山 平 山高岡篠野松佐 清 t毘 T肺
瀬野 築本 岡本岡本森 中 岡々水市
喜登 ひ 美 木香 亭
慎華 貴 紫 i~g ろ紫武登友義 t)ì 保
亭泉子 芳舟志温士里親国舟里 選

久
A
T
の
怠
み
の
ぬ
に
花
が
生
4
3

結
構
な
お
世
間
と
奈
器
の
底
を
拾
で

お
見
合
い
の
写
真
と
追
う
御
本
人

手
を
振
っ
て
結
構
で
す
と
受
け
る
泊

監
督
に
患
ま
れ
取
っ
た
金
メ
ダ
ル

お
す
ま
し
な
彼
女
結
構
い
け
る
ロ

恵
み
と
も
凶
器
と
も
な
る
ゐ
が
降
る

余
生
今
何
か
ら
し
よ
う
恩
返
し

兄
弟
に
恵
ま
れ
て
ま
す
伶
が
食
い

物
差
し
が
追
う
不
幸
と
人
は
す
う

天
と
地
と
人
の
患
み
に
助
け
ら
れ

患
ま
れ
た
A叩
亭
故
で
は
捨
て
ら
れ
ぬ

縛
入
れ
歯
味
の
遣
い
へ
鈍
く
な
り

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
ま
す

。

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご

一
報
を
/

十
二
月
句
会
ご
案
内

時

十
二
月

二
日
出

所

中
央
公
民
館

題
便
り
・
凍
る
・
世
(

読
み
込
み
)

午
後
七
時

新
し
い
人
の
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

。

やんちゃなみっちゃん。

兄弟 3人仲良くね。 ゆっくり大きく

なあ~れ/ (父・母より〉

日 (._:
野 間

( 浬巳 倍
11 唱包

月 加か
21 ち
日 や
生ん

そのまま元気に育ってね。

(父 ・ 母より〕

男 同
( 草h 附
11 ~げ \. ) 
月目目 る

23 ち
日 や
生ん

みんなのアイドルみはるちゃん。

やさしいお姉ちゃんといつまでち

仲良くね。(父・母より〕

ぬ
広報かわうち平成î2年î î 月号

神 日
野 間

( 草ゆ |刈
11 ~ 0'~ ¥.)  

月佳か 〉
8 ち
白 や
生ん

甘えん坊の夢ちゃん。

I~\の優しい女の子に育ってねり

(J '¥J '\、ママより〕

自 国
r-.. J;品舎 はU
11 =つ \. ) 
月穴ぬ

14 < 
白 ん
主



一
口
科
目

①
パ
ソ
コ
ン
(
職
業
能
力
開
発

協
会
3

級
)

②
ワ
ー
プ
ロ

(
日
商
検
定
3

級
)

口
受
付
期
間

ロ
月
日
日
開

i
u
月
日
日
附

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
。

松
山
市
山
越
町
4
5
0

番
地

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

(宮
9
2
3

・

2
2
0
1
)

就
業
を
希
望
す
る

女
性
の
た
め
の
講
座 一

口
対
象

妊
娠

・
出
産
・
育
児
ま
た
は
介
護

等
の
た
め
に
退
職
し
た
方
で
、
将

来
的
に
再
就
職
を
希
望
す
る
方

口
登
録
手
続
き

側
担
世
紀
職
業
財
団
愛
媛

事
務

所
(
宮
9
2
1

・

5
6
6
0
)

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
簡
単
・

無
料
)

口
登
録
者
支
援
内
容

①
再
就
職
の
準
備
に
役
立
つ
情

報
誌
「
R
e

・

B
e
(
リ
・

ビ
l

)」
を
定
期
的
に
お
届
け

し
ま
す

。

②
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
ゃ
つ
く
り
に
役

立
つ
交
流
会
、
再
就
職
準
備

セ
ミ
ナ
ー

な
ど
に
参
加
で
き

ま
す

。

③
再
就
職
の
準
備
な
ど
に
つ
い

て
、

個
別
相
談
が
受
け
ら
れ

ま
す

。

④
財
団
指
定
の
教
育
訓
練
を
受

再
就
職
希
望
登
録
者
募
集講
す
る
際

、

2

割
引
(
特
定

の
講
座
に
お
い
て
は
5

割
引
)

の
割
引
券
を
発
行
し
ま
す
。

一
口
日
時

毎
週
月

・

火
・

水
・

金
曜
日

午
前
8

時
初
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談

口
内
容

い
じ
め
・
不
登
校

・

学
業
不
振

等
教
育
上
の
悩
み
に
つ
い
て
、

本
人
ま
た
は
保
護
者

・

関
係
者

か
ら
の
相
談

口
相
談
員

教
職
経
験
豊
か
な
男
女
の
教
育

相
談
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す

。

(
無
料
・

秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

宮
9
6
6

・

6
1
5
0

.
A
ヘ
停
笹
同
口
火
火
匹
川

園
l

，

J
a
z
-
-
-
T
m
l
=
=
E

ロ
'

口
日
時

日
月
1

日
附
午
前
日
時

i
u
時

口
場
所

川
内
町
中
央
公
民
館

口
相
談
内
容

差
別
、
家
庭
内
の
問
題
、
近
隣

と
の
紛
争
、
借
地
・
借
家
、
児

童
・

生
徒
の
い
じ
め
・
体
罰
、

交
通
事
故
な
ど

口
相
談
担
当
者

法
務
局
職
員

、

人
権
擁
護
委
員

一日
月
は
、
全
国
で
警
察
が
総
力

を
あ
げ
て
指
名
手
配
被
疑
者
の
追

跡
捜
査
を
実
施
し
ま
す

。

・
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
を
/

-

「

事
件
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、

指
名
手
配
被
疑
者
捜
査
強
化

及
び
捜
査
活
動
に
対
す
る
市

民
協
力
確
保
月
間

迷
わ
ず
1
1
0

番
を
/

・

犯
罪
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る

こ
と
は
積
極
的
に
通
報
を
/

.

聞
き
込
み
娘
査
の
ご
協
力
を
/

・

被
害
に
あ
っ
た
と
き
は
、
必

ず
届
出
を
/

-

眉
毛
が
遣
い

-

近
視
(メ
ガ
ネ
世
用
か
も

)

公
E
a場
事
覇
軍
遣
捕
監
麓
聾
亮

'
件

-

ホ
ク
ロ

E5 
-

ひ
げ
が

遭
い

-
松
山
南
警
察
署

宮
9
5
8

・

0
1
1
0

菊地直子(28歳)
身長159~ン位

盲橋克也(42歳)
身長173~"位

平田信(35歳)
身長183~ン位

噂購捨

広報かわうち平成1 2年1 1 月号
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一
口
実
施
期
間

口
月
9

日
附
1
1
月
日
日
附

口
統
一
標
語

『
火
を
つ
け
た

秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動

あ
な
た
の
責
任最

後
ま
で
』

一最
近
、
特
に
高
校
生
以
下
の
未

成
年
者
の
薬
物
乱
用
が
急
増
し
て

お
り
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
・
シ
ン
ナ
ー

等
の
薬

物
乱
用
は
、
個
人
の
健
康
上
の
問

題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
犯
罪
の

誘
因
と
な
り
、
家
庭
の
崩
壊
を
招

き
、
ひ
い
て
は
社
会
に
計
り
知
れ

m
-
H月
は
、
麻
薬
・
覚

せ
い
剤
禍
撲
滅
運
動
期
間

な
い
害
悪
を
及
ぼ
し
ま
す
。

薬
物
乱
用
は
、
1

回
で
も

薬
物

を
乱
用
す
る
と
、
や
め
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
を
合
言

葉
に
、
み
ん
な
で
薬
物
乱
用
の
な

い
社
会
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
中
央
保
健
所
保
健
企
画
課

宮
9

4
1

・
1
1
1
1

(
内
線
2
5
7
)

一
口
日
時

1

ム
1
1

つ
山
1

」
甘
町

1
i
l
J

1
i
r
r

ト
作
HV

口
場
所

川
内
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー

口
種
目

一
般

(
1部
・

2

部
・
3

部
・

4

部
ダ
ブ
ル
ス
の
み
)

口
競
技
方
法

リ
ー
グ
戦
及
び
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
(
男
女
別
な
し
)
参
加
費
は
、

一般
7
0
0

円
、
学
生
5
0
0

円

第
日
回
会
長
杯
繍
w
f

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
バ
グ

午
前
9

時
よ
り

口
申
込
締
切

日
月
2

日
同

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

体
育
協
会
事
務
局

(宮
9
6
6

・

4
7
2
1
)

一
口
日
時

1
ょ
1
1

1
i
1
1
4

イ

ー
よ
E

Y
-
-

「
仁
ハ
ロ

午
前
日
時
叩
分
1

ロ
時
印
分

口
場
所

松
山
東
雲
女
子
大
学本

館
南
4
F

松
山
東
雲
女
子
大
学

講
演
会

口
講
演
内
容

・

演
題「

私
も
英
語
が
話
せ
な
か
っ

た
」
1

同
時
通
訳
者
が
勧
め

る
楽
し
い
勉
強
法
1

抗
丹
市
叩

孟
コm
H
'内H
h
H

コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
テ
ィ
ー

チ

ャ
l

ズ
カ
レ
ッ
ジ
非
常
勤
講

師
、
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア
国
立

大
学
(
A
N
U
)客
員
研
究
員

村
松

増
美

口
申
込
方
法

定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自

由
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

口
問
い
合
わ
せ
先

松
山
市
桑
原
3

丁
目
2

番
1

号

松
山
東
雲
女
子
大

学

(宮
9
3
1

・

6
2
1
1
)

一県
内
に
お
き
ま
し
て
、
新
た
に

計
画
流
通
米
の
販
売
を
行
お
う
と

す
る
場
合
に
は
、
愛
媛
県
知

事
の

登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

登
録
の
受
付
は
、
今
ま
で
年
2

米
穀
販
売
業
新
規
登

録
申
請
手
続
き

1 月ごみの収集目・
清掃センター

.1 
966-4989 

収集曝日 収 集 地 域 収集変更日文 !ま収集休止日

月・木
東谷・西谷・土谷 ・ ;骨川 11 月 23 日(刻は

奥松瀬川 ・ 天神 11 月 24日闘に収集
毎

北方東ー北方西・南方東 11 月 3 日陰)は
火 ・金 1

南方西 11 月 4 日(土)に収集

週

7]< .土
町西 ・ 町東(天神を除く)

変更なし
山田・横灘団地・前松瀬川

電話
1 . もえるごみ

固
と
な

っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
9

月
1

日
か
ら
は
い
つ
で
も
申
請
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
登
録
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
次
の
窓
口
で

受
付
し
て
い

ま
す

。

口
県
内
小
売
業
の
場
合

松
山
地
方
局
産
業
経
済
部
農
政

課
(
宮
9

4

1

・

1
1
1
1

内

線
2

1
5
)

口
卸
売
業
・
県
外
小
売
業
の
場
合

農
林
水
産
部
農
産
園
芸
課
食
糧

係
(
宮
9
4
1

・

2
1
1
1

内

線
3
3
4
8
)

2. もえないごみ・粗大ごみ

収集地域 ベトッさレトなボイいトもル頗の ガラ ス空蛍ピン謹題 粗大ごみ 乾空 電き 缶池 類類
もや テ レビ 光灯

東谷西谷 土谷 滑川
11 / 6(月) 11 / 1 3(月) 11 /20(月) 11 /27(月)

奥松瀬川・天神

北方東・北方西
11 !7(火) 11 /14(火) 11 /21 (火) 11 /28(火)

南方東・南方西

町西・町東(天神を除く )
山田 ・横灘団地 11 / 8 休) 11 / 15(水) 11 /22 (水) 11/29(7]() 
前松瀬川

ぬ
広報かわうち平成1 2年11 月号



官官
-健康センター宮966-2191

E歪盟理
O講演会

~濁

テーマ 「これからの肺がん検診について」

日時 11月 20 日開
午後 7 時~8 時30分(受付 6 時30分~)

場所 健康センター

講師 国立がんセンタ 一副院長 江口研二 先生

持参晶 健康手帳

(お持ちでない方には、 当 日発行もいたします。)

参加希望の方は、 11月 17 日後)までに健康センターまで。

0いきいき健康講座

「脳卒中を予防しよう」

日 時 11月 28 日伏) 午後 1 附 30分~3 時

場所 健康センタ -2 階

講 師 平成脳神経外科病院西1 1府統先生

O夜間健康セミナー
時 間 午後 7 1時~8 時30分(受付 6 時30分~)

場 所 健康センター 2 階

持参晶 健康手1 11長(お持ちでない方は、 当 日発行します。 )
申 し込み 健康センタ ーまで(電話 : 966-2191 )

実施日 T マ 議 師

11/1(水) 介諮保険Q&A 川内町介護保険係 渡部通生

11/9 休) 健康な体は食生活から 川内 11町栄養士 河端千津子

11/16(:村 東洋医学と健康 東洋医学研究所 玉井弘文先生
11/21(*) ストレスtうつ病について 真光国 大久保服彦先生

11/30休) 健康づくりの運動法 健康運動指導士 楠 進先生

-Hi高田市孟~~'lf長話温

日 時 11月下旬から 12月上旬の聞で実施予定です。希望

人数により日程調整し、 後 目 、個人通知 します。
場所 健康センタ ー

料金 4 ， 000円(通常料金8 ， 000円)

申 し込み方法について

受診希望の方は、 11月 17 日倹)までに健康センターまで。

o盤Eヨ
日 時

11月 30 1:1 附
午後 211寺~311寺

対象児と注 意事 項

3 カ月 ~7 歳 6 カ月の者。

※百日ぜきにかかったことがある方は. 二磁波合
(ジフテリア ・ 破防風) を受付でfl " し出てください。

場 所 健康センタ ー 2 階

持参品 母子健康手l帳、予防接種手帳、体損計

ぬ

今年度最後のがん検診です。 ぜひ受診してください。

実施日 検 診 内容 受付時間 場

11ヨFI 午前 8 11寺~91時
一 一 一 一 一一一一一一一一一一 ーー ーー ーーーー ー ーー ーー一

11月 17 日 (剣
大11易 ・前立lIiÌ!

健Eルター

子宮 ・乳・ 101'1状腺
午前 811寺~lOlI~f

。検診料金

胃 がん検 診 800円 子宮 がん検診 600円

大腸がん検診 500円 乳がん検 診 300円

前立腺がん検診 300円 |手l状JJ泉がん検診 300円

*誕生日がん検診のご案内の方は、検診*'1.金は無料です。

E指~，，::匝回目i空白E

日 時 毎週月 l曜日午前 8 時30分~9 時

(時間が変更になりました。 ご注意く ださい。 )

場所 健康センター

持参晶 印鑑、登録をしている犬は鑑札、

狂犬病予防注射済票

会不幸な犬をつくらないために も、繁殖を希望 しない場合は不妊・
去勢手術に努めま し ょ う 。

... 孟E夏時ヨ匡ヨ (診療時間:午前 8 時30分~午後 5 時30分)

日 当 番 医 住 所 電話

3 白 (文化の 日 ) 重信クリニ ック 重信II IJ 志津川 964-1188 

5 日 ( 日 曜 日 ) H口- 内 病 |洗 松山市北梅本1111 975-0091 

12 日( 日 曜 日 )
八木耳鼻咽喉科

重 信 III J LIユ 榊l 964-5400 
皮府科

1 9日 ( 日 曜 日 ) 泉 内 不} 川 内 1111 南方 966-2226 

23 日 (勤労感謝の日) j半 本 |去 ) 1 1 内 IIIT :It ブJ 966-5670 

26 日 ( 日曜 日 ) LlJ 本 Vヨ 科 川 内 111] 北方 966-2066 

全国糖尿病週間(11/13.........11 / 19)

各司、

平成12年1 1 月号 広報かわうち



気お斗」F
L
〆
」

るす関康健すま上
vてつ「了

。

一

談

を
い
日
夕

相

査

さ
限
ン

養
検
だ
水
セ

栄

尿
く

迎

康

、
談
毎
建

週

談

定
相

語
-
相

側
ご

時
所

曹
副
康

圧
に

霊

健

血
軽

日
場

E
O
 

0ところの健康相談

精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆等の相談をお受

けしています。

日時 11月 10日後)午後 2 時~ 4 時

場所 健康センタ ー及び家庭訪問

(注) 予約制ですので、事前に保住ttft，~}ま でご連絡ください。

11月 21 日(火) 午前 9 時30分~1211寺

健康センタ ー 2 1精

平成12年 5 月・ 6 月 ・ 7 月 生まれの乳児とその保護者

栄養士の話 「離乳食の進め方について」

制現実習及び試食、身体計側、佃別育児相談

因子健康手帳、エプロン、タオノレ

情
報
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
学

校
現
場
で
は
パ
ソ

コ

ン
や
L

A
N

の

整
備
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

各
家
庭
で
も
パ
ソ
コ
ン
が
普
及
し
、

子
ど
も
た
ち
も
キ

ー

ボ
ー

ド
を
巧
み

に
操
る
。

健康センターか5

午前 9 時~121時

1 階 運動指導室

毎週水曜 日 午前 9 f1寺~12時

健康センタ ー 1 階

身体計測、育児相談

母子健康手帳

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
音
痴
の
自
分
は
、
パ

ソ

コ

ン
な
ど
の
機
器
か
ら
自
ら
遠
の

い
て
い
た
が
、
今
は
パ
ソ

コ
ン
の
方

か
ら
押
し
寄
せ
て
く
る
感
じ
が
す
る
。

キ
ー

ボ
ー

ド
が
当

た
り
前
の
広
報

づ
く
り
に
、
今
だ
エ
ン
ピ
ツ
を
な
め

て
い
る
の
は
自
分
だ
け
か
も

0もぐもぐ教室

日時

場所

対象児

内容

E~j両(fî髭2・

0乳幼児相談

持参品

日時

場 所

内容

持参品

ぬ

一ー一ー-J

表紙の写真
「ネ刀めてのパソコン」と題して、パソコン講座が

中学校パソコン教笈で閑かれました。

参加した人は、パソコン操作の基本を学んだ後、

イ ンタ ーネ ッ トを体験するなど、情報社会を笑感 し

ていました。

平成1 2年10月 1 0 日現在

住 所 氏 名 年 齢 死亡月日 世 帯 主

徒l τ口l= 高須賀秀才 76 9 , 1 l:'lj須賀íiV]ニ

竹 之 H 的矢美代子 73 9.1 I lJf，j矢腕宣

ガリラヤ荘 市須賀敦美 97 9.4 高須賀敏美

下 武智ツナ子 87 9 , 6 武智 ニ良11
，品::!:.. 

* 宇和川正子 87 9 , 8 字荊1) 1[ i言

出 盟 i向精 宏文 28 9.8 iG!J橋 秀和

横灘団地 1 大野和H百 61 9.8 大野手日間

ガリラヤ7日: 河内シヅヱ 96 9.12 河内シヅヱ

天 {III 名越 ↑w手口 66 9.19 名越 ↑時手n

1守 ;場 小柳美郡校 74 9.21 大野公明

竹 之 l;;\ 河野フジヱ 89 9.21 河野点保

ガリフヤ:t:!= 小倉フミヱ 84 9 ,27 小倉フミヱ

1者之窪 松本信義 79 9.29 松本信義

住 所 保 護 者 名前 生年月日

惣岡谷下 河端 渉
まさ や

8 ,26 総裁

高 木 江夏敏郎
ゅうたろう

8.27 総太郎

北八 l陥 1'1"平盛i別
しさ

8 ,31 記止

翁川也告白、 ゴr.:コz 中村洋俊
�'..... q) り

9 ,13 手n な

上 砂 千葉晃寛
ま ひろ

9.16 ;ヴ .{j]t

昨 年 比

+122 

+ 2 

+212 

(松山南望書察署管内)

. 危険認識の欠如が人の命を奪う
よく見て、ゆっくり走 り 、きちんと止まる

・ 薄暮時の事故多発 ! 早めのラ イ ト 点灯を

略称敬分
計

窓
閣
が

の
聞
に

荏
唱
(
一仁

三
戸
山

ロ
凶

生誕お安

( +30人)

( +17人)

( +13人)

( +11 戸)

町の動き (10月 1 日現在)

広報かわうち

女ごめい福をお祈りいたします

1 1 ， 235人

5 ， 301 人

5 ， 934人

3 ， 858戸

交通事故の発生状況
本年

平成12年1 1 月号

数

男
女
帯

人
世

口
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-交通
国道 1 1 号かう国道494号へ入

り、河之内音田にある消防蔵置所

前の谷を上る。 堰堤まで車で行く
ことができる。

全行程

2時間20分

20分

大工ヶ原

50分

雑木林

1 時間 1 0分

伊之曽集落

l堰堤

今
回
の
探
検
隊
は
、
河
之
内
音
田
か
ら
大
工
ヶ
原

を
通
り
、
滑
川
の
伊
之
曽
に
抜
け
る
道
を
歩
い
た

。

河
之
内
音
田
の
消
防
蔵
置
所
の
真
向
か
い
の
谷

を
、
石
風
呂
跡
を
見
な
が
ら
堰
堤
ま
で
車
で
上
る

。

そ
こ
で
車
を
降
り
、

山
道
を
歩
く

。

歩
く
こ
と
約

二
十
分
、
う
っ
す
ら
と
汗
ば
ん
で
き
た
頃
、
歩
み

が
楽
に
な
り
、
な
だ
ら
か
な
所
へ
出
た

。

"
大
工
ヶ
原
“
と
呼
ば
れ
る
こ
の
平
坦地は
、

食
糧
難
に
附
い
だ
戦
後
間
も
な
い
頃
ま
で
、
陸
稲

河
之
内
音
田3
大
工
ヶ
原3
伊
之
曽

や
野
菜
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
植
林
さ
れ
、
今
は
ス

ギ
や

ヒ

ノ
キ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。

畑
で
使
わ
れ
て
い
た
頃
の
名
残
り
で

あ
ろ
う
か
、
植
林
の
中
に
栗
の
木
が
点
在
し
て
い
る

。

こ
の
大
工
ヶ
原
を
過
ぎ
、
雑
木
の
中
を
右
手
に
法
師

山
、
左
手

に
土
谷
の
本
谷
を
見
な
が
ら
滑

川
へ
と
入
る

。

み
つ
ま
た
を
蒸
す

釜
跡
や
水
田
跡
の
残
る
植
林
の

中

を
通
り
、
い
っ
き
に
つ
づ
ら
折

り
を
降
り
る
と
、
伊
之
曽
集
落
手
前
で
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
木
と

社
が
出
迎
え
て
く
れ
た

。


